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町
民
の
皆
様
に
謹
ん
で
ご
あ
い

さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。
 

こ
の
度
、
町
民
の
皆
様
の
絶
大

な
る
御
支
援
と
御
理
解
を
い
た
だ

き
ま
し
て
、
第
十
三
代
町
長
に
就

任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
誠
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

さ
て
今
後
四
年
間
、
町
政
の
執

行
に
あ
た
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
今
日
の
わ
が
国
の
社
会
情
勢
 
 は

依
然
と
し
て
深
刻
な
不
況
下
に

あ
り
、
ま
た
地
方
財
政
に
お
い
て

も
今
後
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
す
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
い

か
に
町
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え

る
べ
き
で
あ
る
か
を
考
え
る
と
き
、
 

あ
ら
た
め
て
責
務
の
大
き
さ
を
痛

感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
何
も
の
に
も
く
じ
け
な
い
強
 

い
決
意
を
持
っ
て
、
議
会
と
の
対

話
を
重
ね
つ
つ
、
多
く
の
人
の
意

見
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
解
決
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

が
山
積
み
し
て
お
り
ま
す
が
、
農

業
の
振
興
や
商
店
街
の
活
性
化
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
太
宰
治
記
念

館
「
斜
陽
館
」
を
拠
点
と
し
た
観

光
立
町
の
確
立
、
地
場
企
業
の
育

成
や
企
業
誘
致
の
促
進
、
高
齢
化

社
会
に
即
応
し
た
福
祉
対
策
、
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の

教
育
の
充
実
等
に
つ
い
て
、
町
職

員
と
も
ど
も
町
民
の
公
僕
と
し
て

の
勤
め
を
全
う
し
英
知
を
結
集
し

て
、
町
発
展
の
た
め
一
丸
と
な
っ

て
の
ぞ
む
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
 

町
民
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
御
支

援
と
御
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
こ
こ
に
町
長
就
任
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
 

金
木
町
名
誉
町
民
条
例
の
規
定

に
基
づ
き
、
去
る
九
月
定
例
議
会

に
お
い
て
全
員
一
致
で
金
木
町
名

誉
町
民
の
称
号
を
、
金
木
町
三
軒

町
出
身
で
東
京
都
在
住
、
公
認
会

計
士
の
伊
藤
忠
吉
氏
に
贈
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。
 

昭
和
四
十
八
年
、
元
町
長
の
津

島
文
治
氏
（
故
人）
、同
年
学
校
図

書
の
「
藤
元
文
庫
」
で
知
ら
れ
る

藤
元
嘉
嗣
氏
（
故
人）
以
来
、三
人

目
の
名
誉
町
民
と
な
り
ま
す
。
 

【
伊藤
氏
の
主
な
事
績
】
 

明
治
四
十
四
年
五
月
二
十
日
生

ま
れ
の
八
十
七
歳
。
 

金
木
町
伊
藤
忠
吉
福
祉
基
金
と
 
 し

て
昭
和
六
弓
一
年
に

一
千
万
円
、
 

平
成
二
年
に
一
千
万
円
の
計
二
千

万
円
寄
付
さ
れ
る
と
と
も
に
、
金

木
町
伊
藤
忠
吉
・
菖
寿
子
記
念
奨

学
金
と
し
て
平
成
六
年
に
三
千
万

円
、
平
成
七
年
に
一
千
万
円
、平

成
八
年
に

一
千
万
円
の
計
五
千
万

円
、
合
計
七
千
万
円
と
多
額
な
寄

付
を
さ
れ
、
金
木
町
の
社
会
福
祉

事
業
お
よ
び
教
育
振
興
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
町
褒
賞
（
昭
和
六
十
一
一

年
）
、紺
綬
褒
賞
（昭
和
六
十
二
年
、
 

平
成
三
、
七
年
）
県
褒
賞
（
昭
和

六
十
二
年
、
平
成
三
、
八
年
）
を

受
賞
し
て
い
ま
す
。
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町
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
 

金
木
町
長
 
鳴

海
 
義

男
 

 

金
木
町
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誉
町
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に
 

伊
藤
忠
吉

氏
 

伊藤忠吉氏 



永
年
勤
続
 

従
業

員
を

表
彰
 

ー
金

木
町

商
工
会
ー
 

金
木
町
商
工
会
（
会
長
H

今
誠
 
し

て
い
る
永
年
勤
続
従
業
員
七
十
 

康
）
で
十
一
月
三
日
、
商
工
会
館
 

一
一
人
を表
彰
し
ま
し
た
。
 

ホ
ー
ル
に
お
い
て
金
木
町
に
勤
務
 
表

彰
は
、
町
商
工
業
の
発
展
に
 

へ
 

寄
与
し
て
い
る
こ
と
を
感
謝
す
る

と
と
も
に
日
頃
の
労
苦
を
ね
ぎ
ら

う
も
の
で
、
今
会
長
か
ら
表
彰
状

と
記
念
品
が

一
人
ひ
と
り
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
受
賞
者
を
代
表
し
て

又

一
製
材
所
の
外
崎

広
さ
ん

が
 

「
こ
の
受
賞
を
機
会
に
ま
す
ま
す

精
励
し
、
町
商
工
業
界
発
展
の
た

め
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
」
と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

各
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

◆
四
＋
五
年
以
上
 

外
崎
 

広
（
又
一
製
材
所
）
 

◆
四
十
年
以
上
 

伊
南
 
せ
つ
（
入
メ
食
堂
）
 

◆
「
干
五
年
以
上
 

成
田
 
幸
子
（
はま
け
い
新
岡
商
店
）
 

藤
田
ト
ミ
子
（
公
立
金
木
病
院
）
 

竹
内
 
良
子

（
公立
金
木
病
院
）
 

斎
藤
 
謙
一
 
（
公立
金
木
病
院
）
 

佐
藤
ミ
キ
子

（
公
立
金木
病
院
）
 

今
 
照
子
（
公

立
金
木
病
院
）
 

◆
」
干
年
以
上
 

白
川
 
愛
子
（
又

一
製
材
所
）
 

西
村
 
英
子
（
公
立
金
木
病
院
）
 

白
川
チ
サ
子
（
公
立
金
木
病
院
）
 

小
山
内
冷
子
（
公
立
金
木
病
院
）
 

山
田
 
洋
子
（
公
立
金
木
病
院
）
 

津
島
 
洋
子
（
公
立
金
木
病
院
）
 

今
 

清
美
（
公
立
金
木
病
院
）
 
 ◆

ニ
＋
五
年
以
上
 

木
村
 
茂
子

（
津
島医
院
）
 

木
村
 
治

（
金木
自
動
車
学
校
）
 

白
川
ョ
シ
ェ
（
尾
野
病
院
）
 

角
田
 
悦
子
（
尾
野
病
院
）
 

土
岐
 
忠
義
（
藤
本
石
油
）
 

板
谷
 
一
枝
（
松
山
呉
服
店
）
 

工
藤
 
初
美
（
木
村
製
材
所
）
 

油
谷
 
光
雄

（
今与
建
設
）
 

小
野
 
武
則
（
公
立
金
木
病
院
）
 

田
中
 
秀
一
 
（
公
立
金
木病
院
）
 

福
長
由
紀
子
（
公
立
金
木
病
院
）
 

泉
谷
 
和
子

（
公
立
金木
病
院
）
 

川
村
 
京
子
（
公
立
金
木
病
院
）
 

其
田
 
光
子
（
公
立
金
木
病
院
）
 

長
利
 
玲
子

（
公
立
金木
病
院
）
 

野
宮
恵
里
子
（
公
立
金
木
病
院
）
 

青
山
セ
ツ
エ
（
公
立
金
木
病
院
）
 

秋
田
み
ち
裏

（
公
立
金
木病
院
）
 

原
田
 
え
み
（
公
立
金
木
病
院
）
 

田
中
 
弘
子

（
公立
金
木
病
院
）
 

竹
内
 
和
子
（
公
立
金
木
病
院
）
 

泉
谷
ぬ
い
子

（
公
立
金
木病
院
）
 

今
 

花
子
（
公
立
金
木
病
院
）
 

大
川
久
美
子
（
公
立
金
木
病
院
）
 

◆
二
＋
年
以
上
 

浜
田
 
秀
美
（
藤
本
石
油
）
 

原
田
セ
ッ
子
（
ス
ー
パ
ー
な
り
た
）
 

吉
田
 
則
昭
（
木
村
製
材
所
）
 

櫛
引
 
豊
（

角
平
商
店
）
 

大
橋
の
り
子
（
あ
き
も
と
）
 
 

◆
＋
五
年
以
上
 

佐
藤
 
サ
ダ

（ス
ー
パ
ー
な
り
た
）
 

斉
藤
 
徹
臣

（
白兼
ス
ト
ア
）
 

斉
藤
千
万
次
郎
（
木
村
製
材
所
）
 

田
中
 
初
枝
（
木
村
製
材
所
）
 

田
中
 
キ
ヌ
（
金
木
木
材
工
業
）
 

白
川
 
昭
次
（
又

一
製
材
所
）
 

長
尾
 
サ
ダ

（あ
き
も
と
）
 

中
谷
 
恵
子
（
あ
き
も
と
）
 

其
田
 
周
治
（
今
与
建
設
）
 

太
田
 
雅
文
（
松
江
造
花
仏
壇
店
）
 

◆
＋
年
以
上
 

桑
田
 
則
子
（
津
軽
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
）
 

小
松
 
待
子
（
津
軽
フ
ァ
ッシ
ョ
ン
）
 

上
野
 
欣
一
 
（
金木
自
動
車
学
校
）
 

秋
田
谷
愛
子
（
バ

ー
お
お
く
ら
）
 

泉
 
く
に
子
（
バ

ー
お
お
く
ら
）
 

津
田
 
盛
（
前
田

建
材
）
 

石
戸
谷
キ
ヌ
子
（
尾
野
病
院
）
 

前
田
 
桂
子
（
尾
野
病
院
）
 

野
宮
 
誠
子

（尾
野
病
院
）
 

越
谷
 
久
子
（
尾
野
病
院
）
 

三
浦
 
裕
子
（
尾
野
病
院
）
 

白
川
 
勝
衛

（
又
一
製
材
所
）
 

白
川
 
久
代
（
京
染
の
白
川
）
 

長
内
 
義
弘

（ス
ー
パ
ー
な
り
た
）
 

斉
藤
い
ち
子
（
ス
ー
パ
ー
な
り
た
）
 

山
本
フ
ミ
子

（ス
ー
パ
ー
な
り
た
）
 

大
橋
 
優

（角
平
商
店
）
 

石
戸
谷
せ
つ
子

（
あき
も
と
）
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ま
ち
の
で

き
こ

と
 

サンタさん遊ぼうねI 

転
士
や
車
掌
等
に
花
東
を
贈
り
、
 

早
速
ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー
ド

ー
色
の

列
車
に
乗
り
込
ん
で
、
サ
ン
タ
さ

ん
へ
の
お
願
い
カ
ー
ド
に
 
「
ポケ

ツ
ト
モ
ン
ス
タ
ー
が
ほ
し

い
」
、
 

「く
ま
の
ぬ
い
ぐ
る
み
が
ほ
し
い
」
 

な
ど
と
書
い
て
、
ポ
ス
ト
に
投
函

し
て
い
ま
し
た
。
 

「あ
わ
て
ん
ぼ
う
・
ふ
と
り
す

ぎ
た
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
」
を
元
気

よ
く
歌
う
と
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

が

一
人
ひ
と
り
に
お
菓
子
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
、
園
児
た
ち
は
大
喜
び

で
し
た
。
 

今
年
初
め
て
の
雪
が
舞
う
中
、
五

所
川
原
駅
で
行
わ
れ
、
町
立
第
一

保
育
所
す
み
れ
組
、
ゆ
り
組
の
園

児
四
十
七
人
が

一
足
早
い
ク
リ
ス

マ
ス
気
分
を
味
わ
い
ま
し
た
。
 

今
年
で
十
回
目
を
迎
え
た
サ
ン

タ
列
車
の
出
発
式
で
、
鳴
海
町
長

と
三
和
満
津
軽
鉄
道
社
長
が
あ
い

さ
つ
し
た
後
、
園
児
を
代
表
し
て

原
田
和
希
君
と
白
川
彩
華
ち
ゃ
ん

が
サ
ン
タ
さ
ん
に
「
今
度
、
保
育

所
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
く
の
で
、
 

遊
び
に
き
て
下
さ
い
」
と
元
気
よ

く
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
、
運
 

十
二
月
一
日
、
か
な
ぎ
サ
ン
タ
 

・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
 

（
委員
長
H

鳴
海
町
長
）
が
主
催
す

る
「
サ
ン
タ
列
車
」
の
出
発
式
が
 

た
お
礼
に
訪
れ
た
も
の
で
す
。
 

ま
た
、
金
木
幼
稚
園
（
園
長
n
 

片
岡
八
千
雄
）
の
園
児
十
四
人
が

同
日
、
役
場
を
訪
問
し
、
鳴
海
町

長
に
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
 

花
束
を
手
渡
し
ま
し
た
。
 

鳴
海
町
長
は
「
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
の
言
う
こ
と
を
よ
く
聞
い

て
、
事
故
に
気
を
つ
け
風
邪
を
ひ

か
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
」
と

お
礼
を
述
べ
、
 一
人
ひ
と
り
に
お

菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
 

勤
労
感
謝
の
日
に
先
立
ち
、
十

一
月
二
十
一
日
、
町
立
第
四
保
育

所
の
園
児
二
十
五
人
が
隣
接
す
る

武
田
電
子

（
社
長H
鈴
木
定
雄
）
 

を
訪
れ
、
従
業
員
の
方
々
に
「
毎

日
の
お
仕
事
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。
 

こ
れ
か
ら
も
体
に
気
を
つ
け
て
頑

張
っ
て
下
さ
い
」
と
シ
ク
ラ
メ
ン

の
鉢
植
え
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し

た
。
 

同
保
育
所
で
は
、
今
年
武
田
電

子
か
ら
紅
白
の
幕
や
ブ
ロ
ッ
ク
な

ど
の
遊
具
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
 

老
人
ク
ラ
ブ
養
寿
会

雪
囲
い
 

十
一
月
十
一
日
、
芦
野
公
園
内

の
こ
ど
も
広
場
入
り
口
周
辺
や
国

道
三
三
九
号
線
沿
い
に
あ
る
噴
水

周
辺
の
雪
囲
い
作
業
を
、
金
木
老

人
ク
ラ
ブ
養
寿
会

（
会
長H
木
村

不
二
男
）
会
員
約
四
十
人
が
行
い

ま
し
た
。
 

芦
野
公
園
は
、
春
の
さ
く
ら
ま

つ
り
ゃ
太
宰
治
の
命
日
に
ち
な
ん

だ
桜
桃
忌
が
行
わ
れ
る
場
所
。
ま

た
、
歴
史
民
俗
資
料
館
や
児
童
動
 

▲どうぞ町長さん 

▲体に気をつけて 

物
園
、
今
年
完
成
し
た
「
芦
野
・

夢
の
浮
橋
」
な
ど
が
あ
り
、
毎
年

大
勢
の
観
光
客
が
足
を
運
ぶ
と
こ

ろ
と
し
て
町
の
名
所
の
ー
つ
と
な

っ
て
お
り
、
園
内
の
色
と
り
ど
り

の
花
ゃ
「
も
み
じ
」
「
か
え
で
」
な

ど
の
紅
葉
も
楽
し
め
ま
す
。
 

こ
れ
ら
を
雪
か
ら
守
り
、
来
年

ま
た
美
し
い
花
や
紅
葉
が
見
れ
る

よ
う
に
と
会
員
の
皆
さ
ん
は
四
、
 

五
人
で
班
を
編
成
し

一
週
間
を
か

け
て
、
枯
れ
葉
の
清
掃
や
雪
囲
い

に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
 

「Iミ●，~1；議I『 

▲いつもごくろうさまです 
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(
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ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
養
成
研
修
 

郵
政
省
か
ら

認
可
を

受
け

た
 

「か
ん
ぽ
健
康
増
進
支
援
事
業
」
の

一
環
と
し
て
十

一
月
十
二
日
か
ら

二
十
日
（
十
五
、
十
六
日
除
く
）
 

ま
で
の
七
日
間
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
 

嘉
瀬
小
学
校
（
校
長
H
 

山
内
隆
）
で
十
一
月
十
五

日
、
今
年
で
十
八
回
目
と

な
る
校
内
も
ち
つ
き
大
会
 
 ー

三
級
課
程
養
成
研
修
が
行
わ
れ
、
 

五
十
一
人
の
女
性
が
受
講
し
ま
し

た
。
 

初
日
の
開
講
式
に
は
、
簡
易
保

険
加
入
者
協
会
所
長
や
東
北
郵
政

局
長
な
ど
が
出
席
し
受
講
者
に
対

し

「
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
に

向
け
、
福
祉
に
対
し
有
資
格
者
と

な
り
女
性
の
地
位
向
上
を
目
指
し

頑
張
っ
て
下
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
 

早
速
、
講
義
二
十
五
時
問
、
実

技
講
習
十
七
時
間
、
実
習
八
時
間

の
全
五
十
時
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
入
り
ま
し
た
。
受
講
に
は
「
家

庭
に
い
る
老
人
に
対
し
何
か
役
立
 

が
行
わ
れ
、
収
穫
し
た
も
ち
米
を

全
校
児
童
と
父
兄
等
が

一
緒
に
も

ち
つ
き
を
し
て
今
年
の
豊
作
を
祝

い
ま
し
た
。
 

同
校
で
は
、
嘉
瀬
農
協
青
年
部

の
協
力
で
五
年
生
が
春
に
田
植
え

を
行
い
、
秋
の
稲
刈
り
は
天
候
不

順
で
出
来
な
か
っ
た
も
の
の
、
今

年
は
約
七
十
五
蛇
の
も
ち
米
を
収

穫
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
、
体
育
館
に
用
意
さ
れ

た
三
つ
の
う
す
の
前
で
お
母
さ
ん

方
が
蒸
し
た
も
ち
米
を
、
お
父
さ

ん
方
が
つ
い
て
見
せ
る
と
児
童
か

ら

「
ワ
ー
」
と
言
う
歓
声
が
上
が
 
 つ

こ
と
を
学
び
た
い
」
と
言
う
人

や
「
将
来
、
看
護
婦
を
目
指
し
て

い
る
の
で
」
と
参
加
し
た
高
校
生

の
姿
な
ど
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
 

最
終
日
、
中
里
町
の
内
潟
療
護

園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
見
学

研
修
を
終
え
た
後
、
中
央
公
民
館

で
閉
講
式
が
行
わ
れ
、
鳴
海
町
長

が

「実
母
が
亡
く
な
る
前
、
ホ
ー
 

ム
ヘ
ル
パ
ー
の
手
を
借
り
て
あ
り

が
た
か
っ
た
こ
と
は
、
身
を
持
っ

て
感
じ
ま
し
た
。
今
後
は
、
社
会

福
祉
の
た
め
に
各
方
面
で
頑
張
っ

て
下
さ
い
」
と
ね
ぎ
ら
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
席
上
受
講
し
た
四

十
八
人

一
人
ひ
と
り
に
修
了
証
書

と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

り
、
エ
プ
ロ
ン
に
三
角
巾
姿
の
五
、
 

六
年
生

一
人
ひ
と
り
が
も
ち
つ
き

を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

つ
き
た
て
の
も
ち
を
、
お
母
さ

ん
方
と
低
学
年
の
児
童
が
早
速
思

い
思
い
の
大
き
さ
に
丸
め
た
り
、
 

ち
ぎ
つ
た
り
し

「お
ぞ
う
に
」
「お

し
る
こ
」
「あ
ん
こ
も
ち
」
に
し
て

全
員
で
味
わ
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
駐
在
所
や
嘉
瀬
老
人
ク
ラ
ブ
、
 

サ
ン
ト
ピ
ア
ホ
ー
ム
を
訪
れ
、
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
出
来
上
が

っ
た
あ
ん
こ
も
ち
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。
 

青
年
農
業
者
の
意
欲
高
揚
と
新

し
い
農
業
経
営
者
と
し
て
の
資
質

向
上
を
図
る
目
的
で
、
第
二
十
八

回
東
北
農
村
青
年
会
議
「
秋
田
大

会
」
が
十

一
月
十
二
日
か
ら
十
四

日
ま
で
の
三
日
間
、
東
北
各
県
か

ら
二
百
四
十
名
が
参
加
の
も
と
、
 

秋
田
県
田
沢
湖
町
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
 

本
県
代
表
と
し
て
参
加
し
た
徳

田
喜
代
司
さ
ん

（
蒔田
）
が
、
日

頃
の
活
動
で
得
た
知
識
や
技
術
の

成
果
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
し
、
 

見
事
優
秀
賞
に
輝
い
て
、
来
年
一
一

月
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
る
全
国

大
会
へ
東
北
代
表
と
し
て
発
表
す
 

ト
全
国
大
会

へ
 

意
欲
満
々
の
徳
田
さ
ん
 

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
 

U

タ
ー
ン
青
年
で
あ
る
徳
田
さ

ん
の
発
表
内
容
は
、
「優
秀
な
農
業

者
の
経
営
か
ら
学
ぶ
」
と
題
し
、
 

自
家
経
営
の
問
題
点
で
あ
る
「
収

入
が
不
安
定
」
「労
働
力
不
足
」
な

ど
を
早
期
に
解
決
し
て
、
目
標
所

得
を
確
保
す
る
こ
と
や
県
内
外
の

粗
収
入
が
お
お
む
ね
三
千
万
円
以

上
の
農
業
者
等
を
三
十
件
選
定
し
、
 

栽
培
品
目
や
販
売
方
法
な
ど
の
特

徴
を
調
査
し
、
自
家
の
経
営
改
善

に
反
映
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
発
表

し
た
も
の
で
審
査
員
か
ら
1
0同
い
評

価
を
受
け
ま
し
た
。
 

中
で
も
先
進
的
な
農
業
は
、
異

業
種
交
流
を
盛
ん
に
行
い
、
情
報

収
集
に
努
め
て
い
る
。
将
来
が
期

待
で
き
る
花
き
・
苗
物
に
お
い
て

は
失
敗
を
恐
れ
ず
に
継
続
的
に
栽

培
技
術
の
向
上
に
努
力
し
て
い
る
。
 

常
に
将
来
に
目
を
向
け
夢
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
を

力
説
し
て
い
ま
し
た
。
 

今
か
ら
全
国
大
会
で
の
活
躍
が

楽
し
み
で
す
。
 

う
 
豆
」

代
司
さ
ん

ー
 

r
 

全
国
大

会
へ
し
 

▲講義に耳を傾ける受講生 

嘉瀬小もちつき大会 

▲つきたてのもちをサントビアホームへ 



～新たな一歩～ 

120周年記念式典 

嘉願I」、学校創立120周年記念式典 

r
 ▲式典で「奴踊り」を披露 

十
一
月
三
十
日
、
嘉
瀬
 

ト

“
」
輪
 

一
え
 

血

替
 

一
 

一
 
」
 

 
つ
 

む
 

お
 

▲
 

た
 

し
 

で
 

変
 

』
 大
 

ユ
よ
 

の
 

る
 

こ
れ
か
ら
親
に
な
る
若
い
男
女

に
、
命
の
尊
さ
と
出
産

・
育
児
等

に
関
し
て
正
し
い
知
識
を
習
得
し

て
も
ら
お
う
と
十
一
月
十
三
日
、
 

金
木
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
「
母
と

子
の
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ

ー
」
が
行

わ
れ
、
金
木
南
中
学
校

（
校
長H
 

小
笠
原
勲
）
三
年
の
男
・
女
生
徒

七
十
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

昨
年
ま
で
は
、
女
生
徒
の
み
の

セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
て
い
ま
し
た
が
、
 
 

男
性
の
理
解
と
協
力
が
必
要
と
い

う
こ
と
で
今
年
は
、
男
女
揃
っ
て

の
学
習
会
に
な
り
ま
し
た
。
 

始
め
に
、
健
康
ァ
ド
バ
イ
ザ

ー
 

の
相
馬
ふ
さ
裏
さ
ん
が
 
「性
と
生

命
」
と
題
し
て
講
話
を
行
い
、
そ

の
中
で
「相
手
を
思
い
や
る
心
、
い

つ
く
し
む
心
を
持
っ
て
心
豊
か
な

人
に
な
っ
て
下
さ
い
」
と
話
し
ま

し
た
。
 

そ
の
後
、

女
子
生
徒
に

よ
る
 

「
ふ
れ
あ
い
体
験
学
習
」
で
は
、
生

後
四
ケ
月
か
ら

一
歳
ま
で
の
赤
ち

ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し
た
り
、
慣
れ
な

い
手
つ
き
で
お
む
つ
を
替
え
た
り

し
た
も
の
の
、
ま
ま
な
ら
な
い
赤

ち
ゃ
ん
の
行
動
に
戸
惑
い
ぎ
み
。
 

お
母
さ
ん
た
ち
か
ら
育
児
の
大
変

さ
や
楽
し
さ
な
ど
を
聞
き
、
心
に

残
る
実
習
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
 

最
後
に
、
生
徒
を
代
表
し
て
鳴

海
敬
子
さ
ん
が
「
赤
ち
ゃ
ん
と
ふ
 

l
 

れ
あ
い
、
な
つ
い
て
く
れ
た
と
き

の
笑
顔
が
か
わ
い
く
、
今
日
の
セ

ミ
ナ
ー
を
将
来
に
役
立
た
せ
た
い
」
 

と
お
札
を
述
べ
ま
し
た
。
 

お
母
さ
ん
た
ち
は
「
こ
の
よ
う

な
体
験
学
習
の
回
数
を
も
つ
と
増

や
し
、
幅
を
広
げ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
、
「今
日
参
加
し
た
生
徒
は
、
 

き
つ
と
良
い
母
親
に
な
る
」
と
太

鼓
判
を
押
し
て
い
ま
し
た
。
 
 

小
学
校
（
校
長H
山
内
隆
）
の創
立

百
二
十
周
年
記
念
式
典
が
、
全
校

児
童
や
教
職
貝
、
来
賓
な
ど
約
三

百
七
十
名
が
出
席
し
て
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

同
校
は
、
明
治
十
年
二
月
に
嘉

瀬
雲
雀
野
地
内
に
嘉
瀬
簡
易
小
学

校
と
し
て
創
立
。
昭
和
四
十
八
年

五
月
に
現
在
地
に
校
舎
移
転
以
来
、
 

こ
れ
ま
で
に
六
千
九
百
三
十
六
人

の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。
 

式
典
で
は
、
始
め
に
山
内
校
長

が

「素
晴
ら
し
い
校
風
と
環
境
に

恵
ま
れ
て
ス
ポ
ー
ッ
・
文
化
に
親

し
み
、
心
豊
か

で
た
く
ま
し

い
 

『嘉
瀬
っ
子
」
の
育
成
に
努
力
し

て
い
き
ま
す
」
と
式
辞
。
来
賓
の

鳴
海
町
長
が

「地
元
の
皆
様
の
愛
 
 情

と
理
解
で
現
在
が
あ
り
ま
す
。
 

百
二
十
周
年
の
歴
史
を
さ
ら
に
意

義
あ
る
も
の
と
し
、
平
和
を
創
造

す
る
純
真
な
子
ど
も
た
ち
の
人
間

づ
く
り
の
場
と
な
る
よ
う
祈
念
し

ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

在
校
生
を
代
表
し
て
、
児
童
会

長
の
木
下
華
奈
美
さ
ん
が

「親
子

で
違
う
校
舎
で
学
び
、
長
い
歴
史

を
肌
で
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
も

伝
統
を
引
き
継
ぎ
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、
 

最
後
に
全
校
児
童
に
よ
る
「
ま
つ

り
」
と
題
し
た
群
読
や
合
唱
、
伝

統
芸
能
の
「
奴
踊
り
」
が
披
露
さ

れ
、
出
席
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
て
記
念
式
典
に
華
を
添
え

て
い
ま
し
た
。
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未
来
の
パ
パ
と
マ
マ
 

ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
 

ー
金
木
南
中
学

校
ー
 

    

▲お母さんともふれあいまレた 

▲真剣に講話を聞く生徒たち 

(
 

(
 



‘
見
事
な
手
さ
ば
き
で
踊
る
皆
さ
ん
 

り
喜
ば
れ
ま
し
た
。
 

と
を
義
務
づ
け
る
こ
と
に
し
た
も

の
で
す
。
 

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
、
住
民
票

の
あ
る
市
町
村
の
役
場
で
加
入
の

手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
親
が
代

理
で
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
 

学
生
本
人
に
収
入
が
な
い
場
合
、
 

親
元
か
ら
保
険
料
を
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
親
元

の
事
情
に
よ
っ
て
、
そ
れ
も
困
難

な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付
を

免
除
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
 

市
町
村
役
場
や
最
寄
り
の
社
会
保

険
事
務
所
で
ご
相
談
下
さ
い
。
 

人
権
に
関
し
、
作
文
等
を
通
じ

て
、
相
手
の
気
持
ち
を
思
い
や
る

と
い
う
人
権
尊
重
の
重
要
性
、
必

要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
 

と
も
に
、
日
常
の
学
校
生
活
や
家

庭
生
活
に
お
け
る
身
近
な
問
題
を

は
じ
め
と
し
て
、
い
じ
め
、
障
害

者
問
題
、
差
別
や
偏
見
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
を
純
粋
な
目
で
み

つ
め
、
人
権
問
題
を
鋭
く
と
ら
え

た
作
文
と
し
て
青
森
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
及
び
青
森
地
方
法
務

局
よ
り
金
木
中
学
校
三
年
の
外
崎

司
佑
子
さ
ん
と
長
尾
有
希
子
さ
ん

の
二
人
が
応
募
総
数

一
、
五
〇
六

通
の
作
文
の
中
か
ら
優
秀
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
人
権
思
想

の
普
及
高
揚
、
啓
発
活
動
に
務
め

た
と
し
て
同
校
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
 

▲受賞を喜ぶ長谷JII 長と長尾さん、外崎さん 

ノ／ー ‘,，主．”、呈．立． × 

▼社会福祉協議会へ（敬称略） 

●扇謡会（会長＝阿部定一） 

チャリティー民謡ショー 

89, 203円 

●金木町本町納税貯蓄組合 

（組合長＝三上光弘） 

福祉のために 100,000円 

あなたの善意 
ありがとうございました 全

国
中

学
校
人

権
作
文
 

コ
ン
テ
ス
ト
青
森
県

大
会
」
 

平成9年度 

ー
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
民
謡
シ
ョ

ー
ー
 

「ふ
れ
あ
い
昼
食
会
」
 

十

一
月
二
十
四
日
、
民
謡
手
踊

り
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
が
中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
に
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
金
木
町
扇
謡
会

（
会

長
H
阿
部
定

一
）
が
福
祉
活
動
の

一
助
に
な
れ
ば
と
開
催
し
て
い
る

も
の
で
今
年
で
十
五
回
目
を
迎
え
、
 

今
回
も
金
木
町
に
住
む
六
十
五
歳

以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
々
百
一
一
 

こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん
 

学
生
の
皆
さ
ん
も
 

2
0歳
に
な
っ
た
ら

国
民

年
金
に

加
入
し
ま
し
よ
う
 

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
、
国
民
年

金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
 

学
生
の
皆
さ
ん
は
、
以
前
は
希

望
し
た
人
だ
け
が
国
民
年
金
に
加

入
す
る
「
任
意
加
入
」
 
の
仕
組み
 
 十

人
を
招
待
し
、
手
踊
り
ゃ
民
謡
、
 

舞
踊
り
、
三
味
線
な
ど
を
披
露
し

て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
に

あ
わ
せ
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
 

（
会
長H
角
田
正
男
）
で
は
 
「ふ
れ

あ
い
弁
当
」
事
業
を
開
催
し
て
参

加
さ
れ
た

一
人
暮
ら
し
の
方
々
へ
、
 

中
央
公
民
館
料
理
教
室
（
会
長
n
 

毛
内
レ
ツ
）
の
グ
ル
ー
プ
が
腕
に

よ
り
を
か
け
た
手
作
り
弁
当
を
配
 

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
加
入
し
て
い
な
か
っ

た
人
が
、
こ
の
間
に
事
故
な
ど
で

障
害
を
持
っ
た
場
合
、
障
害
基
礎

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
 

ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
は
二
十

歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
四
十
年
間

保
険
料
を
納
め
て
、
満
額
の
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
 

こ
の
点
も
不
利
で
し
た
。
 

こ
の
よ
う
な
不
利
益
を
な
く
す

る
た
め
、
学
生
で
あ
っ
て
も
二
十

歳
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
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1 ー  
、、ザ・へ 

▲金木町食生活改善推進員の皆さん 

★ミートローフ 

I ＊材 料（ 4 人分） 

― 鏡gき肉 
卵 
牛乳 
パン粉 
にんじん 
さやいんげん 
チーズ 
ウインナー 
塩 
こしょう 
ケチャップ 
ウスターソース 
レタス 
トマト 

。
 

、
 

。
  

ン
る
割
 
ゆ
 

角
ん

o
 
ス
 
添
 
め
き
わ

を

0
帥
煮
 

、
える
え
 

パ
ぜ
つ
 
く
 
四
に

く
 
ー
 
を
 

さ
つ
や
芯
す

2
て

oも
加
げ
加
 

、
混
4
 
よ
 
を

、
巻
 
ソ
 
ト
 

小
に
て
と
ぶ

、
え
る
い
を
あ
を
 

コ
 
曳eノ
、て
 
任
」
 
（つ
マ
）
ん
て
 

つ
、
 
マ
 

＋
よ
‘ハ
、え
一
 
「
）
鼻
ど加
け
乳
士
ょ
々
h
こ
」
 

る
 
ね
よ
た
 
て
 

、
げ
べ
す
り
 
ト
 

ー
ー
 

ま
1
加
は
て
む
を
を
つ
少
練
ん
 

1 年の締めくくりと

して、ちよっと豪華
にお正月料理を楽し

んで下さい。 

吐
乃
ケ

g
g
g
g
呆

g
々

g
g
g
計
 
す

o玉
で
一
「

o
．つ
 
駅

M
ケ
着
切
 
た
 

叱
昭

g
g
 

の

、
剖劃
者
航
加
気
を
加
」
り
 

3
0v
l
5
02
48
08
08
04
2
少
2
42
04
0ツ
 

に
す

、
え
て
る
と
 

o塗
い
な

で
に
 

つ
 

《
し
 

1
61
62
43
2
 
き
て

々
半
く
皮
て
水

、
、
く
の
 

を
 
り
 

て
立
る
り
し
り
 

の
は
 
じ
も
 

、
し
 
る
分
れ

酒
 
取
 
立

煮
煮
切
ろ
切
 
皮
ろ
 
ん

は
 
て
ら
 
き
部
入
 

々
 
と
 
を

o
o煮

、
とく
お
ん
 

2
2
 

4
 

し
こ
 
に
け
 
け
た
 
を

の
を
 

1
 

2
2
少
 
塩
 
種

う
く
を
え

っ
良

、
じ
 

v
v
l
 
4
 
l
V
 

き
と
 

、
た
 
か
め
 
気
腐
③

o
 

煮
 
昭
叱
乳
ケ
什叱
叱
社
社助
 
」
 
に
眺
機
譜
黙

敷
 

叱
g
長
気
託

」
社束
社
社
 
鱈
 
a
い
 鶴
 
研
一駕
M
 

・

元
 

1
51
52
小
2
中
2
01
2大
大
ん
 
と
 
に
取
②

ょ
っ
れ
を
を
が
 

2
01
04
04
8
0大
大
大

7
0大

一
大
小
 

」
旦
 
も
し
o熱
ら
 
煮
①
る
あ
 

1
、

、ソ
 

じ
 
白
 
り
を
と
し
切
入
け
伯
』、つ
 

ソ
 

・
 

け
い
 
て
干
る
り
さ
 
を

、
な
て
 

7
一
rz
 

み
 
紅
 
割
き
①

、
を
を
た
の
よ
 

rT
 

・才
 
か
白
 
け
し

す
切
に
 
②
り
に
れ

お
人
 
の
 
切
 

で
づ
バ
ん
水
魚

W
白
し
 

』
え
人
 

け
 
ル
 
を
加

o引
に
に
口
加
 
と
す
加
ん
 

淵
 
4
 

根
 
が
 

切
 
た
看
レ
り

の
な
い
細
生
 

一
”
 4
 

加
 

叱
 

湯
切
し

臣
引
引
耐
也

o⑨
で
ケ
部
 

ー
 
ノ、
 

ン
け
大
 
油

、つ
 
に
 
は
は
執
一み
根

い
と
て

、
つ
 d

ー
 

ん
い
 
油
 
か
 
執

一く
お
水
切
切
3
さ
く
で
め
め
入
王

佳
（
斗
魚
け
 

マ
た
し
汁
ん
う

よ
 
つ
 
ン
け
を

、
大
焼
ン
れ
け
す
 
己
」
斗
げ

き
じ
し
ビ
う
 

u
ま
葉
 

」
J
は
細
て
は
冊
線
は
り
お
④
妙
な

つ

き
半

身
さ
 

ー
い
ろ
し
り

よ
し
方
4

o
マ
た
網
汁
し
ら
マ
入
か
ら
 
ョ
半

揚
じ
ん
し
ラ
ょ
糖
 
四
ご
つ
糖
 
リ

げ
を
し
き
短

て
葉
な
て
神
は
え
る
 

』
そ
ー
白

紅
塩
酒
ピ
し

お
だ
み
し
生
り
を
る
ー
い
き
し

ろ
た

」
に
を
散
一
工

ー
厚
ひ

に
干
ワ
し
砂
酒
し
白
三
砂
塩
 
”
揚
分

に
じ
は
し

つ
ん

っ
味
ま
加
す
 

．
ル
れ
 

作
魚

ふ
ピ
し
焼
だ
お

つ
ピ
器
汁
を
 
ョ
わ
 
」
 

E
 竹
厚
部
別
ひ
ん
ど
三
し
ぼ
調
ご
を
て
 

メ
 
＊
 

*
(1
1
．
 
『
ム
）
 
日
。
 

。
」
山
）
 

☆
 
＊
 

(
A)
 

(
E)
 ＊
へ
占
 
（
か
ム）
 

句
山）
 

金
玄
剖）
 

160 g 
160 g 
24 g 
32g 

り
た
卵
加
い
で
を
 

る
を
や
を
器
い
 

切
 
ゾ

う
 
付
し

少
の
か
に
し
ら
ご
ん

つ
り

切
ひ

、
をむ
ゆ
筋
 
で
油
さ

ー
し
ら
 
に
 
と
分
 

皮
に
水
り
ら
め
に
た
ん
り
ゆ
切

ん
に
肉
う
を
と
は
 
ゆ
に

、
ナ
蒸く
 
型
 

ん
人
 
を

り
と
残
わ
厚
り
つ
り
み

、
う

じ
乳
き

ょ
皮

っ
ん
 
は
ル
し

ン
た

m
 
し
 

一
 
4
 

も
 
量
切

l

oや
は
切
な
た

、
け
ょ

み
牛
ひ
し
は
さ
げ
 

ー
イ
ば
イ
つ
2

oく
 
？
一
c
く
 

い
 
半

う
じ
る
で
も
輪
く
し
糖
か
ち

与
は
は

に
こ
ん
て
ん
 
ナ
ホ
の
ウ
た
ら
る
と
 
【

」
斗
ご

ま
 
ん

」コ
は

よ
さ
煮
水
い
の
か

ぶ
砂
に
い

リ
ぎ

粉
ル
塩
じ
し
い

o
ン
ミ
に

、
のた
け

ス

o
乞
半

ん
つ
糖
り
リ
ご

ち
小
く

、
ま
さ
ら
つ
の
火
に

？
ね
ン

ー
 、
ん
に
や
る
イ
ル
ら
ん
気
め
か
タ
る
 
L

ー
り
さ

砂
み
 
”
 
ん
い
糖
か
り
つ
厚
わ
に
り
弱
後

o
 

竹

玉
パ
ボ
粉
に
り
さ
で
ウ
ァ
平
じ
蒸
冷
を
レ
え
 
4
 
わ
 
竹

り
の
砂
ら
と
さ

の
や
鍋
残
て
最
る
 

＊

。
O
O
 
④
 
⑤
（
製
①
 
図
葡
ツ
 
⑩
 
☆
 
＊
 

＊

①
 

②
 
③
 
④
 

七w準メ昌包cゃJ 

 

鷲I異 
 ×1さン 

 

  

 

★うさぎずし 

 

＊材 料（ 4 人分） 

精白米 	 300 g 
水 	 360 g 

一「酢 	 大さじ 4 

四 L語糖 	夫§じ 1弱 
有頭えび 	4 本 
鯛 	 120g 
スモークサーモン 60 g 
卵 	 2 ケ 

 

喜健うが 参§ 
パセリ 	 少々 	 ！ 
いくら 

＊作り方 

①かために炊いたご飯に⑧を混ぜる。 
②えびは頭を取り竹ぐしをさしてまっ~ 

すぐにさせ、ゆでて殻をむき腹開き I 
する。 

／ー、昌雛護 'Jo)認賜醜久れ、砂― 
糖を少し入れてよくかき混ぜ厚焼き~ 
にする。 

一すしに乗る大きさに切る。 
⑤サーモンは薄く切る。 

1人分のご飯を 5 等分にして軽く握！ 
り、それぞれにえび、鯛、卵、サー~ 
モンを乗せラップに包んで形を整え i 

ーつは青のり、紅しようがで耳と目 I 
を付け、卵にいくらを散らす。 	~ 

★おすいもの 	 ― 

 

〔‘

u 

プ

lv 
ツじじ 

ケ
本

カさ
さ

g 

41
2
小
小

4 

＊材 料（ 4 人分） 

えびの頭 
長ねぎ 
だし汁 
しょう油 
塩 
スープ寒天 

＊作り方 

 

雛蕊騰雛碧襲熟疑をI 

③撫 tt) 2OA,警--('0! 

  

~ 



年末・年
休みにつ 

休

休
休
 

全

全
全
 

の
て

始
い
 

※ただし、急患はいつでも

受付けます。 

12月27日（土） 全 休 

12月28日（日） 全 休 

12月29日（月） 全 休 

12月30日（火） 診療日 

12月31日（水） 全 休 

1月1日（木） 全 休 

1月 2 日（金） 全 休 

1月 3日（土） 全 休 

1月 4 日（日） 全 休 

休
休
休
休

休

全
全

全
全

全
 

(
 

X
線
撮
影
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
 

ど
の
く
ら
い
の
時
間
、

x
線
が
部

屋
の
中
に
残
っ
て
い
ま
す
か
と
聞

か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
た
ぶ
ん
放
射
線
と
放
射
能
が
混

同
さ
れ
て
い
る
か
、
放
射
線
が
霧

の
よ
う
な
物
質
と
考
え
て
い
る
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
 

放
射
線
は
①

x
線
ゃ
ガ
ン
マ
線

の
よ
う
な
テ
レ
ビ
の
電
波
や
光
の

仲
間
で
あ
る
電
磁
波
と
呼
ば
れ
る

空
間
を
伝
わ
っ
て
い
く
波
と
、
②

ア
ル
フ
ァ
線
や
べ
ー
タ
線
の
よ
う

な
、
元
素
を
構
成
し
て
い
る
小
さ

な
粒
子
が
空
間
を
飛
び
回
っ
て
い

る
も
の
の
二
つ
に
分
か
れ
ま
す
。
 

放
射
線
は
①
病
院
な
ど
の

X
線

発
生
装
置
の
よ
う
な
機
械
的
に

つ

く
ら
れ
る
も
の
と
、
②
放
射
線
を

出
す
性
質
を
持
っ
た
放
射
性
同
位

元
素
と
呼
ば
れ
る
物
質
か
ら
出
て

く
る
も
の
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
 

病
院
で
使
っ
て
い
る

X
線
の
発
 
 生

装
置
は
、
ち
ょ
う
ど
部
屋
の
中

に
あ
る
電
球
と
同
様
で
、
ス
イ
ッ

チ
を
入
れ
た
時
だ
け

x
線
を
出
し

ま
す
。
電
球
が
電
気
の
ス
イ
ッ
チ

を
切
っ
た
瞬
間
、
光
が
な
く
な
り

暗
く
な
る
の
と
同
じ
で
、

X
線
も

発
生
装
置
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
と

瞬
時
に
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

で
す
か
ら
、

X
線
が

x
線
室
の
中

で
い
つ
ま
で
も
た
だ
よ
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

放
射
線
を
自
然
に
発
生
す
る
性

質
を
持
っ
た
放
射
性
同
位
元
素
と

呼
ば
れ
る
物
質
が
あ
り
ま
す
。
放

射
線
を
自
然
に
出
す
こ
の
性
質
を

放
射
能
と
言
い
ま
す
。
放
射
能
を

持
っ
た
物
質
で
あ
る
放
射
性
同
位

元
素
は
固
体
や
液
体
の
よ
う
な
物

質
で
、
放
射
能
が
な
く
な
る
ま
で

放
射
線
を
出
し
続
け
ま
す
。
放
射

能
は
時
間
と
と
も
に
減
少
し
ま
す
。
 

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
も
、
地

球
の
外
か
ら
降
り
注
い
で
い
る
宇

宙
線
、
ウ
ラ
ン
や
ト
リ
ウ
ム
な
ど
 
 の

自
然
放
射
性
物
質
か
ら
出
る
自

然
放
射
線
が
あ
り
ま
す
。
 

自
然
放
射
性
物
質
は
空
気
、
水
、
 

大
地
、
建
築
材
料
あ
る
い
は
人
の

体
や
一
般
の
生
物
の
中
に
も
大
な

り
小
な
り
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
 

人
は
最
初
か
ら
こ
の
よ
う
な
放
射

線
の
あ
る
環
境
の
中
で
生
活
し
て

き
ま
し
た
。
人
が
自
然
放
射
線
の

存
在
に
気
付
か
な
か
っ
た
の
は
、
 

放
射
線
は
目
に
見
え
ず
、
耳
に
聞

こ
え
ず
、
触
れ
て
も
わ
か
ら
ず
、
 

味
も
臭
い
も
な
く
、
体
に
感
じ
る

こ
と
が
な
い
か
ら
で
す
。
 

一
八
九
五
年
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
が

初
め
て

x
線
を
、
そ
し
て
そ
の
後

ベ
ク
レ
ル
が
ウ
ラ
ン
か
ら
の
放
射

線
を
、
キ
ュ
リ
ー
夫
妻
が
ラ
ジ
ウ

ム
を
発
見
し
て
か
ら
放
射
線
や
放

射
能
を
知
っ
た
の
で
す
。
 

x
線
が
人
体
を
透
過
す
る
と
き

に
は
、
臓
器
や
組
織
に
よ
っ
て
密

度
が
違
う
た
め
に
吸
収
や
散
乱
の

程
度
が
異
な
り
ま
す
。
人
体
を
透
 
 過

し
た

X
線
を
テ
レ
ビ
に
映
し
て
、
 

見
え
る
こ
と
を

x
線
透
視
と
言
い

ま
す
。
連
続
し
て
透
視
す
る
こ
と

に
よ
り
臓
器
の
動
い
て
い
る
様
子

な
ど
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。
 こ
れ
を
利
用
し
て
バ
リ

ウ
ム
や
ョ
ウ
素
、
空
気
や
炭
酸
ガ

ス
な
ど
の
造
影
剤
を
人
の
体
内
に

入
れ
て
胃
、
腸
、
腎
臓
、
心
臓
、
 

血
管
な
ど
を
は
っ
き
り
と
写
し
出

し
て
診
断
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は

x
線
造
影
検
査
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
 

人
体
に
種
々
な
角
度
か
ら

x
線

を
あ
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
処
理

を
し
、
人
体
の
断
面
像
を
描
き
出

す
方
法
を

x
線

c
T
（
コ
ン
ピ
ユ
 

ー
タ
断
層
撮
影
）
と
言
い
ま
す
。
 

x
線

c
T検
査
は
脳
腫
蕩
、
脳

い
っ
血
、
脳
梗
塞
の
診
断
や
肝
臓
、
 
 

腎
臓
な
ど
の
疾
患
の
発
見
に
役
立

っ
て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
、
人
体
に
放
射
性
同
位
元

素
を
含
ん
だ
薬
品
を
投
与
し
、
そ

れ
か
ら
出
る
放
射
線
を
利
用
し
て

の
検
査
ゃ
が
ん
細
胞
に
放
射
線
を

照
射
す
る
放
射
線
治
療
な
ど
放
射

線
は
い
ろ
い
ろ
利
用
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
 

し
か
し
、
放
射
線
は
人
体
に
有

害
な
作
用
を
及
ぽ
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
放
射
線
を
利
用
す

る
さ
い
に
は
、
必
要
で
な
い
被
爆

を
防
ぎ
、
危
害
を
受
け
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、
ま
た
必
要
と
考
え

ら
れ
る
放
射
線
の
被
爆
で
も
最
小

限
に
と
ど
め
る
方
法
を
考
え
な
が

ら
利
用
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
 

⑨ 広報かなぎ mmmmHI' 
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（第12集好評発売中）麟購麟鷲職 
◆B 5 版 全80ページ 

◆定 価 1,000円 

◆内 容 金木町文化遣産及び 

遺跡について、昔の農家の 

食生活、特集続50年前その 

時私は、など 

◆購入先 木村治利氏 
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は じめま して 

べh 
l 

' 

美み 

里三 

fffl/4W 

‘， 
	 一’ 翻「 

梧こ 

お兄ちゃんと仲良くね 
（母 松川和代より） 

明るく健康な子に育ってほ 
しい 	（父 棟方良治より） 
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」
籍
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金藤嘉嘉蒔金

木枝瀬瀬田木 

米
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キ
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6才
）
喜
良
市

寺
山
 

功
実
（

3
2才
）
喜
良
市
 

こ
の
欄
は
、
金
木
町
に
住
所

を
有
し
て
い
る
方
々
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
し
な

い
方
は
町
民
課
窓
口
に
届
出
の

際
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

このクイズは若い人の知らない、聞いたことの無

い津軽弁を楽しく、再発見してもらおうと問題にし

たものです。 

Q. 「マツコケルオドドオガ」 

を標準語の会話に直して下さい。 

正解者の中から抽選で 3 名様に素敵な記念品を差 

し上げます。どんどん応募して下さい。 

応募方法 

ハガキに住所、氏名、年齢、職業、電話番号を記 

入のうえ 
①クイズの答 ②今月号のよかった記事 ③つまら 

なかった記事 ④ご意見・ご感想 を記入し、 

〒037-02 金木町大字金木字朝日山323 
金木町役場企画室 

までご応募下さい。 

応募の締切は 1月 6 日当日消印有効。当選者の発 
表は 1月号に掲載します。 

たくさんのご応募、お待ちしております。 

（
伝
言
板

）
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喜
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市
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＠
係
か
ら
 

こ
の
コ
ー
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ー
を
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用
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い
方
は
役
場
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ま
で
。
 

11月末現在 前年同月比 

男 5,881人 △ 51人 

女 6,477人 △ 70人 

計 12,358人 △ 121人 

世帯数 3,933 	 11 
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